
４
月
22
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
の
臨
時
議
会
が
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
拡
大
に

伴
っ
て
、
４
月
中
に
ニ
度
も
臨

時
議
会
が
開
催
さ
れ
る
異
例
の

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
と
山
形
市
の
同
時
の
緊
急

事
態
宣
言
が
延
長
（
４
月
12
日

か
ら
２
週
間
）
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
営
業
時
間
短
縮
要
請
に
応

じ
た
飲
食
店
な
ど
の
事
業
者
に

対
す
る
協
力
金
の
予
算
増
額
６

億
７
２
０
０
万
円
，
飲
食
店
な

ど
が
取
り
組
む
感
染
防
止
対
策

へ
の
県
に
よ
る
認
証
制
度
の
創

設
・
実
施
１
億
３
１
０
０
万
円
、

そ
の
設
備
投
資
な
ど
に
対
す
る

支
援
２
億
１
９
０
０
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
変
異
株
を

判
別
す
る
遺
伝
子
解
析
装
置
の

導
入
と
検
査
体
制
の
強
化
２
３

０
０
万
円
、
山
形
市
に
お
け
る

高
齢
者
施
設
職
員
を
対
象
に
実

施
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
へ

の
助
成
１
２
０
０
万
円
、
合
わ

せ
て
１
０
億
５
７
０
０
万
円
の

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
全
会
一

致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

円
滑
な
実
施
と
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
る
事
業
者
へ
の
支

援
を
求
め
る
意
見
書
」
を
採
択

し
、
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
認
証
制
度

は
、
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組

む
飲
食
店
事
業
者
に
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
活
用
し
て
現
地
確
認

し
、
適
正
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
事
業
者
を
認
証
し
、
公
表
す

る
も
の
で
日
本
共
産
党
県
議
団

が
４
月
７
日
県
に
要
請
し
た
コ

ロ
ナ
緊
急
対
策
が
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
は
６
３
０
０
事

業
所
で
、
県
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
認
証
課
」
を
新
設
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
月
12
日
、
新
日
本
婦
人
の

会
山
形
県
本
部
は
、
「
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
、
子
供
た
ち
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
」
と
の
要
望
書
を

提
出
し
、
教
育
庁
担
当
部
局
と

懇
談
、
私
も
同
席
し
ま
し
た
。

新
婦
人
か
ら
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
通
信
環
境
整
備
や
通

信
費
の
負
担
、
子
供
の
健
康
へ

の
影
響
な
ど
、
不
安
の
声
が
紹

介
さ
れ
家
庭
の
事
情
に
配
慮
し

て
ほ
し
い
と
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。ま

た
、
小
、
中
、
高
校
で
生

理
用
品
を
ト
イ
レ
に
常
備
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

５
月
17
日
、
全
労
連
北
海
道

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
最
賃
キ
ャ
ラ
バ

ン
２
０
２
１
要
請
行
動
の
一
環

と
し
て
「
最
低
賃
金
の
改
善
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
要
請
」
が
県
に
対
し
て
行
わ

れ
、
私
も
同
席
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
中
小

企
業
支
援
と
一
体
で
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
、
地
域
間
格
差
の

解
消
や
女
性
労
働
者
の
賃
金
向

上
な
ど
必
要
と
強
調
し
た
要
請

に
な
り
ま
し
た
。

４
月
22
日
、
吉
村
美
栄
子
知

事
が
来
年
度
の
「
政
府
施
策
な

ど
に
対
す
る
提
案
」
（
案)

に

つ
い
て
県
議
会
に
意
見
を
求
め

た
の
に
対
し
、
県
議
会
は
会
派

協
議
会(

非
公
開)

を
経
て
、
５

月
６
日
、
議
長
名
で
「
ク
オ
ー

タ
制
」
に
つ
い
て
削
除
の
意
見

を
県
に
提
出
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

「
ク
オ
ー
タ
制
」
は
政
党
な

ど
の
候
補
者
数
や
議
員
数
に
お

け
る
男
女
の
割
合
を
一
定
に
す

る
と
い
う
、

政
治
分
野

の
男
女
共

同
参
画
の

推
進
策
と

し
て
国
際

的
な
課
題

と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
を

受
け
、
県

は
ク
オ
ー

タ
制
の
項

目
は
削
除

せ
ず
文
言
修
正
を
行
い
、
政
府

へ
の
提
案
を
行
う
方
向
で
す
。

日
本
共
産
党
県
議
団
（
渡
辺

ゆ
り
子
、
関
徹
両
県
議
）
は
４

月
26
日
、
「
『
ク
オ
ー
タ
制
』

は
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、
削
除

す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
議
会

の
公
式
の
場
で
、
決
定
す
べ
き

で
あ
り
、
経
過
や
結
果
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
」
を
議
長
に
口

頭
で
緊
急
に
申
し
入
れ
て
い
ま

し
た
。

＊
山
形
県
知
事
は
全
国
知
事
会

の
男
女
共
同
参
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
本
県
が

国
に
提
言
す
る
こ
と
は
極
め
て

大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
山

形
県
議
会
が
「
ク
オ
ー
タ
制
」

に
つ
い
て
「
削
除
」
を
意
見
表

明
し
た
の
は
、
世
界
の
流
れ
に

逆
行
し
、
女
性
活
躍
を
阻
ん
で

い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
み
ず

か
ら
明
ら
か
に
し
た
行
為
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
山
形
県
議
会

は
、
定
数
43
人
の
う
ち
自
民
党

会
派
が
28
人
と
多
数
を
占
め
、

全
員
男
性
で
す
。
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女
性
の

政
治
参
画

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
国
会
で
は
超

党
派
の
「
政
治
分
野

に
お
け
る
女
性
の
参

画
と
活
躍
を
推
進
す

る
議
員
連
盟
」
が
法

改
正
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
次
期
衆
院
選

で
の
日
本
共
産
党
比

例
代
表
候
補
者
の
女

性
割
合
は
54
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。
政
府
与

党
の
自
民
党
、
公
明

党
は
、
女
性
割
合
が

低
い
と
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
度

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

女
性
議
員
や
多
様
な

意
見
を
持
っ
た
議
員

が
増
え
る
よ
う
な
制

度
や
環
境
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
総
選
挙
で

は
、
ど
の
政
党
、
候

補
者
が
こ
の
課
題
で

真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
よ
く
見
極

め
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
り
子
の視

点

６
月
県
議
会
は

県
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６

月
15
日
開
会
予
定
、
請
願
締
め

切
り
も
同
日
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
私
、
渡
辺
ゆ
り
子
が
予

算
特
別
委
員
会
の
質
問
に
立
つ

予
定
で
す
。

教
育
庁
担
当
部
局
に
要
望
書
を
提
出

全労連が最賃制度で県要請


